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南太平洋

見聞記②

沢田秀穂

(2)バンコクからキャンベラまで

3月4目エカフェ事務局邦人局員の夫人方二組の

ご夫妻数年来の同僚であるフィリピン人地質家F氏夫

妻の見送りをうけて出発夫人連からは家内へ大き柱洋

蘭の花これはこの空港で見送りの時よく贈られるもの

で茎の切口に脱脂綿に水をひたしたものをあて上か

ら葉でまいてあり時とすると数目間ももつことがある.

10人近くの方々の見送りとは晴れがましすぎるカミこ

の国の人命の方がはるか1にれを上回る盛大な見送り

をするからこの空港ではめだっというほどではない古

今日は待合室の外の通路窪で冷房されていて一こんな

こと1まはじめてだカ英一まことに涼しく為おいに助かる｡

バン鴛クはすでに最夏季が始談ろうをしているのだから

10分ほど待ってすぐ飛行機紀のりこみ漢だ養分ほどし

て16時33分離陸をすごぶる具合がいい.暑い時飛行

機の中で待危されるのは色とえ5分間でも非常な苦痛で

ある.乗客は30人ほど機はキャラベノレ880飛行はす

こぶる快適で全然ゆれ狂い.!6時夕食カレｰ入り芝

エビのカクテルロｰストチキンやきめしサラダ

みかんとクリｰムプランスパン1個とバタｰコｰヒ

ｰ.日本航空のエハガキを4通日本あてたのむ.こ

の時はただでだしてくれた淋後目ニュｰジｰランドか

らフィジｰへとんだ時のBOACではフィジｰからだし

て下さいとことわられた.

17時30分(ハンコック時刻)シンガポｰノレ空港着.

ここの時計では18時.緑のジャングルにかこまれた

シンガポｰルからシドニｰまでの◎UANTAS航空の機内

駿にオｰストラリアの草の絵がかいてある

ヤシの木カ主すぐ近くまである.土堤のような草の斜面

に大きくSINGAPOREとかいてある.日本航空の係

員カミここでおりる邦人の世語はよくみている.われわ

れはかまわれない邦人乗客の中には奥さんが3人中

には小さな坊やを2人もつれている人がある.夫人連

のほほは白くまた桃色で美しい.皆緊張しているのカミ

よくわかる.税関は荷物を開けず青衣のインド人ら

しいボｰタｰカミ2人荷物をとりあうようにしてもってカ

ンタスのオフィスヘ.ここほ冷房した待合室の外にあ

って冬衣をきている私には暑い暑いポｰタｰはあまり

長くおれ狂いと金をせく.ついたぱかりで現地の金は

一文もない切符をあずかったカンタスの女の子は不なれ

だと自分でいってまごまごしている.再三再四ポｰタ

ｰが金をせくと女史は私にどうぞ金をかえてきて下さい

という.ポｰタｰに案内させて銀行へところが誰も

い校いポｰタｰはさらにすぐわきの香水などの店に案

内する先客のアメリカ人らしい老婦人が旅券をだして

何かうらがきしてもらっていて私をみてニヅと笑う.

老婦人が腰をあげ米1ドノレをおやじ漉.75マレｰドルに

かえポｰタｰに1字レｰトノレをやり二人でわけろとい

ゴとあともみずに帰っていくThankyouともいわ

ない.待合室にはインド人カミｰ杯いて色の黒い子ど

もカミさわぎ回っているうるさくかつくさい.下は木

のベンチだが二階には黒革のソファｰかある｡ここま

ではインド人は入ってこないその代りすぐウ風イダｰ

がきて用をきくオレンジスカッシュニつ1.2西マレｰ

ドル.隣りの席では白人五人とシナ人らしい若いカッ

プノレカミ語している.ミキモトといって真珠をだしてい

る様子.レストランのスケッチをしている&真珠の

請をしていたシナ人の男カミN1瀦蓄k批とおせじをいって

いくThankyou!マッチを求めるとウェイタｰが盆

にのせてもってきた小さなのが5マレｰセント.家内力茎

バンコクの空港でいただいてきた洋蘭はすでに黒ずんで

縮んできた.20時シンガポｰル時刻暑気が激しいせ

シンガポｰル空港のバｰ

左の壁画はモザイクのシンガポｰル風景�
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いであろうか.

22時10分ようやく出国事務開始飛行機の客席番号札

とオｰストラリアの入国関係書類とをホチキスでいっし

ょにとめたものを.うけとるこれはかしこいやり方だ

のりこんだらすぐかけばいいしうすい一枚の紙をどこ

かへやってしまう心配も少租くスチュワｰデスたちの

手数もはぶける.22時25分のりこむオｰストラリア

方面へ行く外人学生で満員.22時50分シンガポｰル空

港離陸となりはマレｰシアの学生でビクトリア州のク

ラマｰスクｰノレヘ入るのだという.申告書の中でボｰ

タブノレラジオを贈物の項にもかくべきかときくはじめ

自分が使い後でやりたきゃやればいい今は少なくとも

君のものだろうと答える.

24時パｰス時刻お茶とサンドイッチサンドイッチ

はバタｰたまごノ･ムの三種で三角形に切ったもの

おいしくて二回もらう.これからニュｰジｰランドを

離れるまで40日間サンドイッチには毎日おめにかかる

ことにたる.払暁3時47分パｰス空港着ここはオｰ

ストラリア入国最初の空港で税関以外の入場関係事務

は全部ここでやる.事務は4時20分に終了

パｰス空港につく直前3時30分になると機内にあかり

をつけスチュワｰドが熱いむしタオルをくばって歩く

ねぼけてイヤイヤをする客もありスチュワｰドを苦笑さ

せる.着陸すると一番はじめにカｰキ色の制服の検疫

官がのってきて二つのスプレｰをかかげて薬をまき狂が

ら機内をとおる.日本の場合と同じだカミ検疫官カミく

るのがおくれて乗客をいらいらさせたりしなかったのは

いい.

空港の検疫の部屋は普導の会社のオフィスか病院の感

じで医師はセビロをきていかにも医官的.出入国の

所では客に列をっくらせすいた所へ入口の制服のO冊･

cerがお客をわけてくばるこれは1964年マニラの空港

でもやっていたが多数の係官が客を扱える時にはいい

方法で羽田もこの方式をとったらいいだろうと思う.

工mmigratiOnO硯｡erはその旨のバッジをつけている

いずれも上衣をぬいでシャツ姿匹1人ほどの係官の他に

1人上官らしい人がうしろにいて係官は不明の点カミあ

るとこの人にきいている.係官はきさくにはっきり乗

客にたずねっっ書きいれる.私にあたった係官はビザ

の発行所時を入れ忘れ廊下の途中までとんできてま

たきく長身痩躯中老の係官であったがききおわった

後ていねいにThankyou,sirといってまたかけもどっ

ていく.どこの入口にも制服の係官がいて客一人一人

の行く先をたしかめてからとおす.待合室の入口にも

立っていて客一人宛に対し一々あけて入れるそして

mOmingとアイサツをくれる.待合室はシンガポｰ

ノレ空港のよりやや小さい程度で建物は平屋の模様手

洗いは入口のとびらに男女の顔が黒いプラスチックでえ

がきだしてあるこれはシンガポｰル空港と同じ.建

物の不要の部分では全部消灯してある.手洗いの小の

方はステンレスのオｰプンのもので日本の国鉄で以前み

られたスタイノレだがきわめて清潔顔かうつる様だ2

センチ角位の桃色のナフタリンが流路にまいてある一シ

ンガポｰノレでは白い陶器で個々に分かれたものであった

一このステンレスのものはその後オｰストラリアやニュ

ｰジｰランドの方々でみられ公衆用手洗には一般的の

もののようにみうけた.

シンガポｰル空港二階バｰの壁画

どのへやも静かでO脆Cerたちは一言も不要のことは

いわない.GrOundhostessも淡緑色の制服に身をか

ため直立したガチョウのようにだまっている.

今度の旅で初めてアジアの外に出白人の国へきたの

であるがなんと安心感が大きいことかわれわれの常

識がそのまま通用し事務や所有物や自分自身について

の安心感他のアジアの国々では感ずることが全くでき

ない安心感そして残念狂がら日本よりもその安心感

は大きい.インドやその酉の方のある国々カミこれと対

照的といえる.

シンガポｰル空港のタｰミナルビル�
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4時30分機内にもどる.この時のバｰス空港の気温

は摂氏15度きわめて快適機内のサｰビスはスチュ

ワｰド3人ホステス2人の内在のせいもあるのかお

もにスチュｰワｰドがする､席につくと窓の外側のガ

ラスに水道のこまかいのがついている高空をとんでき

たためガラスが冷えていたせいであろうか.うるん

だタｰミナルの灯がうしろにゆっくり板がれてゆくキ

ャンデｰ二つグレｰプジュｰスがうまい.4時55分

動きだすとスチュワ､ドがさらに冷いタオルをくばる

4時59分パｰス離陸.5時10分はや地平線は赤と青

すでに身は薄明の長い中緯度の地にあることを知る.

機内は灯を消し客も皆静かとなりシンガポｰル以来ほ

とんど不断の活躍をしていたスチュワｰドたちもしば

しまどろんだとみえ動かなくなる

6時30分朝食コｰンフレｰクスとミルクロｰノレ

バンとバタｰママレｰドグレｰプフルｰツ大きな

羊肉のソｰセｰジが三つ家内力ミメニュｰをみて注文す

るととくにココアをも用意してもってきてくれる.

いささかわれわれにぽ重すぎる朝食となりのマレｰの

学生はほとんど何もたべず水を注文するすこしよっ

たらしいしきりに何やら薬をのむ.

パｰス時刻で8時シドニｰ時刻で10時機はすでに

下りはじめる.今までの赤茶けた空々漠々たる窓外の

けしきにようやく緑色がふえ小さな家のならぶのをみ

ると思ううちに現地時刻10時35分シドニｰ空港につく

この空港の建物も大部分平屋で客は皆歩いてゆく.

検疫も入国管理もすでにパｰスですんでいるのでここ

では税関だけ.婦人1人を含む四人ほどの税関吏が手

わけして客を扱う.機中でかきいれておいた申告書を

だしチェックやかきいれをうけ荷物の入ってくる部屋

にゆく.この4人のオフィサｰのうしろにまた1っ高い

机があってその前に上官らしい年配の男子のオフィサ

ｰか全体に目をくぱっていてそれカミ決して形式的にで

は狂い.荷物の入ってくるへやに入るとわきに直立し

てまっていた二人の今度の会議の接待係官がそれぞれ

名のり握手をし通関と国内航空への荷物うつしを事伝

ってくれる.トランクは飛行機から運ばれコンクリ

ｰトの床の上に並べられている中から自分でえらびだし

手荷物といっしょに制服の年配の運搬係が運んでくれる.

チップはいらない荷物はあけずすぐ国内航空の方へ

シドニｰに駐在している由よなれた人扱いのじょうず

たおだやか在おじさんH氏はあまりこうしたことには

なれていないでつとめている様子がみえる.最も若い

F氏はどこかでみたことのあるような素朴な感じ｡の青年.

いろいろ謡す内シドニｰでどこかへ行かないのかという

話に今日はただのりかえただけで帰りにできれば友

人のいる郊タドの石炭研究所にいきたいと思うというと会

議に出席予定のオｰストラリア人でこの研究所を知っ

てるはずだという人の名を教えてくれる.

シドニｰからキャンベラヘは2つの国内航空合杜が運

航していて別々のタｰミナルビルをもっている.き

ょう乗るのは私立の方で国際航空の建物から約300皿

ほど離れていて雨カミふっており黒ぬりの政府のくる

まで運んでくれた.もう一つの政府所有の国内航空の

ビルはすぐ前にあるという.

このタｰミナルビルはアットホｰムの感じがする.

子供づれの見送りらしい人々もたくさんいて今日は日

曜だから半ズボンの人や盛装の人やいろいろである.

有色人種はほとんどみあたらない.宛子航空合杜の

係員が皆清潔た感じの白人.ゴミを片づけて歩く男も

白人なのがやや奇異に感じられる.観葉植物をうえた

長方形の砂ぼこにチュｰインガムのかみかすが一つ

三人のオフィサｰにお忙しいだろうからどうぞ引とっ

て下さいと再三いうと12時15分ようやく｢他にお客カミ

まだくるから｣といって別れる.

13時40分AN61便にのりこむ機はパイカウント客

はわれわれを入れて19人ホステスカミ二人飛行機の通

路にしいてあった白い布をホステスがひっぱってとりさ

る小雨がふっていたから敷いたのであろうか.13時

50分シドニｰ空港離陸雨と雲で何もみえない.14時

8分雲上にでる.機長の放送によると高度16,000フィ

ｰトのみもののサｰビスピスケットコｰヒｰはた

だオレンジジュｰスをたのむとこれは小さ溶缶入り

で10セントとられる.14時35分下り始め14時40分牧

歌的なキャンベラ空港につく.

キャンベラ空港の建物は平屋で小さい一もちろん税関

も何もたい.オｰストラリア側の会議事務局長他二人

の職員と国連事務局の地図課長と課員カミ迎えにきてくれ

ていた.C氏はマニラの会議でもすっかり厄介になっ

た有能なギリシア系米人で会議の実際の運営は彼が中

心となって行荏われる.シドニｰからいっしょの日本

代表団の一人K杜のO部長とわれわれ三人大きな黒い

くるまで僧舎へ送られる.これも政府のくるまで運転

事は制服制帽のレッキとした連邦政府職員である.美

い･公園のような郊外道はアスファノレトの簡易舗装の�
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せまい二車線家々は大きくは租いカミみなうらやまし

い庭をもっている.

宿舎のRホテルは四階建でのこの街では最も大きいホ

テルドアｰマンはなく受付係は30代と思われる婦人

ほかには誰もいない.ボｰイは頭のはげた50代の人で

重い荷物をもってもらうのがいたいたしい.エレベｰ

タｰは三人とボｰイと荷物のくるまがゆっくり四階の

部屋まで荷物を運んでくれたボｰイに20セントわたすと

サンキュｰサｰといってすこぶるスマｰトにうけとる.

部星は十二畳位の大きさで北側に窓を広くとって明る

いここは南半球の温帯だから太陽はいつも北側にある.

窓の下から調節のきく空気がでてくる.ベッドはツイ

ンで80センチX180センチほどちょっと大きな人には

小さいのではないかと思われる.ともかくゆうべよく

寝ていないので眠くてたまらず16時30分ベッドヘもぐ

りこ膏.19時30分30才位のルｰムメイドにおこされ

るベッドを作りにきたのだ｡これからもしいっまで

もねていたかったらこれを外へ淀しといて下さいと前

のへやから“P1easedo篶批dist附b}圭の紙札をもって

きてくれる.今日は仕事はし狂くていいからよく休ん

でくれというさっきのC氏の言に従ってさらに眠り続

ける..(筆者は元所員現在バンコク皿カフェ事務局員)
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･日本地質学会

1.昭和42年10月11目

(水)～14目(土)

2.日本地質学会第

74年総会ならびに

日本地質学会

目本鉱山地質学会

目本鉱物学会

目本岩石鉱物鉱床

学会目本粘土学

会連合学術大会

名古屋大学(豊田講堂教養都)

名言屋市千種区不老町

目本地質学会行事委員会

東京都文京区本郷7-3-1

東京大学理学部地質学教室目本地質学会

TeI.東京(03)812-2111(内線2432)

･石歳科学国際会議

1.昭和43年6月10目～14日

2.石炭化作用･熱分解･ガス化･石炭組織に関する講演会

3.M三ningIustitut罎｡ftheCzechos1ovakia,

AcademyofSc三ence

4.石炭科学国際会議

���湧��楴畴楯晴��散�猱�慫

�����捩�捥�牡��

･石炭科学都会

1.昭和42年1互角9日(木)～11目(土)

2.第逸回石炭科学(眉炭の地球科学･組織･化学的性質･

加工等に関する講演会)

3.九州大学工学部

4.燃料協会肩炭科学部会

5.東京都中央区銀座4-5西銀座ビル内

燐料協会東京(03)561-3760

･日本花総学会

1.昭和42年10月11目(水)

2.花粉学･花粉分析･花粉応用

3.神戸大学(神戸市)

4.日本花粉学会

5.京都市左京区北白川

京都大学農学部応用植物学教室

Te}.京都(0箔)77-8m(代表)

･日本分光学会

�

㈮

㌮

�

�

昭和42年8月29目(火)榊3鵬(水)

｢分光技術の公害測定への施用｣講習会

東京工業試験所(渋谷区本町1-1)

周本分光学会

東京都新宿匿百人町4-400

東京教育大学光学研究所内

目本分光学会〔Te1.東京(03)362-7881〕

･物理探鉱技術協会
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昭和42年工0月1畑(火)一19目(木)

昭和42年度鉱業関係学協会合同秋季大会

九州大学(福岡市箱崎町)

日本鉱業会物理探鉱技術笛会その他

東京都中央匿銀座酉8-7日本鉱業会Te1.(03)572

-5091川崎川崎市久本135地質調査所内物理探鉱

技術滋会Te1.川崎(044)83-3171

1ヨ本岩石鉱物特殊技術研究会

目名郁堪2年?月26目27目28日

第10圃研究発表会(金属非金属構造地質賦火物等

の薄片研磨片の作成に関する講演会)

新潟大学理学都地質学教室(新潟前西大畑町§,21進)

日本渚石鉱物特殊技術研究会

川崎市久本嚇地質調査所内

目本潜肩鉱物特殊技術研究会

Te1.川崎(044)83-7131内線211

日本海洋学会

1.昭和42年8月25目(金)～29目(火)

2.昭和42年度秋季大会(水産海洋学シンポジウムほか)

3東北大学農学部(仙台市北六番丁210)

4.5｡､員本海洋学会

東京都中野区栄町通1-28東京大学海洋研究所気付

Te王.東京(03)376-1251

〔注〕1.開催年月目

4.主催者5.

2.会合名3｡会場

連絡究(掲載順位は原稿到着11噴)�
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･石炭科学国際会

議

1.昭和43年6月10目

～14日

2.肩炭化作用･熱分

解･ガス化･石炭

組織に関する講演

会

㌮��湧��楴畴攀

潦���捨�

s1ovakia,Acade･

浹潦���攀

4.石炭科学国際会議

5.MiningIestituteoftheCzechoslovaし

�����捩�捥�牡��

･石炭科学部会

1.昭和42年11月9日(木)～工1日(土)

2.第4回石炭科学(石炭の地球科学･組織･化学飾性質･

加工等に関する講演会)

3.九州大学工学部

4.燃料協会石炭科学部会

5｡東京都中央区銀座4-5西銀座ビル内

燃料協会東京(03)561-3760

･国際写真淵鐙学会

1.昭和43年7月8日～20目

2.第11回国際写真測量学会

撮影および航法図化理論および機械航空三角測量

地形測量地形測量以外への応用用語･教育および歴

史写真判読の7つの部会ごとにあらかじめ決定され

た重要な主題について決められた報告書の報告をもと

にして討論を行なう

3.スイス回ザンヌ

4.国際写真測量学会･スイス写真測量学会

��捲整�楡瑤���湧�����瑩潮����

togra皿etrie:InstitutedePhotogra皿eHrieEPUL

㌳��略����〰が慵�湮攬卵楳��

･国際粘土会議

1.昭和44年9月5日～15目

2.1969年国際粘土会議(粘土鉱物の結晶構造成因その

他)

3.日本

4.国際粘土研究遵会(AssociationIntemationalPour

��畤���������

5.東京都文京区大塚3丁目

東京教育大学理学部地質学鉱物学教室内

1969年国際粘土会議組織委員会

･日本分光学会

�

㈮

㌮

�

�

昭和42年11月!6日(木)～18目(土)

第3回応用スペクトロメトリｰ

東京討論会

科学技術館(東京都千代田区北の丸公園2-1)

日本分光学会外4学会共催

東京都新宿区百人町4-4工0

東京教育大学光学研究所内

日本分光学会Te1東京(03)362-7881

･日本分光学会

�

㈮

㌮

�

�

昭和43年3月30目(土)～4月1日(月)

第15回応用物理学関係連合講演会

東京工業大学(目黒区大岡山2-12-!)

日本分光学会

東京都新宿区百人町4-400

東京教育大学光学研究所内

目本分光学会Te1東京(03)362-7881

･日本第四紀学会

ユ.

㈬

£,

�

�

昭和42年10月28日(土)13.30

例会

東京教育大学理学部会議室

目本第四記学会

東京都文京区本郷7-3-1

東京大学理学部地理学教室内

目本第四紀学会

･日本地理学会

�

㈬

�

�

�

昭和42年10月31日(火)～11月1目(水)9,00～17.00

1967年度秋季学術大会

愛知教育大学(愛知県岡嫡市明大寺町)

日本地理学会

東京都文京区本郷7-3-1

東京大学理学部地理学教室

目本地理学会

･日本海洋学会

�

㈬

�

�

�

昭和42年11月14目(火)10,30～16.00

11月例会

東京大学海洋研究所大講議室

目本海洋学会

東京都中野区高台1-15-1

東京大学海洋研究所内

目本海洋学会Te1(03)376-1251

〔注〕i.

�

開催年月目2.会合名3.会場

主催者5･連絡先(掲載順位は原稿到着順)�


